








あり，その後1950年代にArrow and Debreu (1954), McKenzie (1954)




















































































































































































































































































































ただし, Qi ,Q:2≧0，al十q;2= 1であり，ρはLagrange乗数を表す。
　各(ａぃa2)に対して，解(ｘ1,ｘ2)は一意的である。同時に，もし命題３
の（ⅶ）が成立するとすれば，ρは一意的であり，al＞Oに関してp(a)は連
続関数である。それゆえに，各消費者の予算制約は
である。
　もしａ１＝Ｏであれば，消費者１は重要ではなくなり，（1３）の解は，命題３
の(i)によってμx;1(ａ)＝Oとpx2(a)=p(ωI十ω2)となり，したがって
かl(al,a2)＞Oである。連続性により，正のしかし小さな値のalに対し
ても，ｂ1(ａいa2)は正ではあるが，０に近い値を取る。同様に，１に近い
alに対しては, bi(ai,a2)は負になる。ｂ1(ａいa2)は連続であるから，
ゎ1(al,a2)＝Oとなる(al,a2)の値が存在する。ρ(ｘl十X2)=P{ω1十ω2)で
　　　　　　　　　　　　　　－186 －
あるから，必然的にｂ2(ａいα2)も０に等しくなる。この様子は，超過予
算関数みI(al)＝み1(a1,1－a1)を描いた図に示されている。したがって，
均衡は有界な開区間(O,１)の上に存在する。
　　　　　　図：２消費者の交換経済における超過予算関数み・1)
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